








[要 約]   小児期の健康維持のため、適切な運動の種類と量について検討した。さらに対

象児には肥満程度、食物摂取量を運動量と併せて検討した。肥満例がすべて女児であるに

もかかわらず、乳類、肉・魚類が健常群及び目標量より過剰に摂取しており、たんぱく質

による肥満が推測される。歩数の平均値は両群間に有意差は認められないものの、肥満傾

向児及び運動量の少ない子どもは園での活動量及び家庭での遊びの少ないことが考えられ、

運動のあり方の検討が必要である。


